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平面交差の計画・設計と交通制御は、安全で円滑な道路交通の実現のため

に非常に重要な役割を担っています。交通工学研究会では、主に平面交差の

計画と設計について、もっとも基礎的かつ重要な事項を示した「改訂 平面交差

の計画と設計－基礎編－」と、交通信号制御に関する「改訂 交通信号制御の

手引」を出版し、実務において広く活用されてきました。 

このたび、道路交通を取り巻く社会情勢の変化や、交差点計画・設計の新た

な技術的検討の進展を踏まえ、この２冊の内容を合わせて一つの書籍として出版することとしました。道路管理

者、交通管理者をはじめ、広く道路交通に関わる技術者・研究者が知っておくべき技術的事項の基礎を一つの

書籍に集約し、異なる組織や専門家間で技術的な理解の促進に寄与することを狙いとしています。 

今回の主な改訂ポイントは、交通制御の選択（信号制御/ラウンドアバウト/一時停止制御）を手順として明確化

したこと、対象として単路横断部を加えたこと、第Ⅱ編の計画・設計手順において信号制御交差点を「往復２車線

交差点」と「多車線交差点」に分けて記載したことなどにあります。また、これまで不明確であった表現や定義の明

確化を図りました。さらに、コラムや附録を充実させるなど、わかりやすさを追求しました。 

本書は、道路管理、交通管理に携わる技術者・実務者の座右の書として、また、平面交差の計画・設計と交通

制御について，これから学ぼうとする技術者、研究者の初心者の教科書・参考書として、最良の書だと言えるでし

ょう。安全で円滑な道路交通を実現するために、本書が全国各地で活用されることを期待しています。 

基幹研究 平面交差の計画・設計・制御の研究 委員長 大 口 敬 
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